
 

 

資 料 編 
 

1. 調査団員・氏名 A-1 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････

2. 調査行程 A-2 

3. 関係者(面会者)リスト A-4 

4. 討議議事録（M/D） A-7 

5. ヴィエトナム国の社会・経済事情（国別基本情報抜粋） A-33 

6. 事業事前評価表 A-35 

7. 収集資料リスト A-38 

8. 会議メモ集 A-41 

9. 調査資料 A-55 

9-1 自然条件調査 A-55 

9-2 ベースラインサーベイ A-60 

9-3 交通量調査 A-62 

9-4 農村電化資料 A-66 

 
 

 



A‐1 

1. 調査団員氏名・所属 

1-1 基本設計現地調査時（7-8 月） 
No. 氏 名 担 当 所 属 
1. 野口 久 

Mr. Hisashi 
NOGUCHI 

団長 
Team Leader 

外務省経済協力局無償資金強力課 課長補佐 
Deputy Director, Grant Aid Division, Economic 
Cooperation Bureau, Ministry of Foreign Affairs 

2. 平良 和史 
Mr. Kazufumi 
TAIRA 

技術参与 
Technical Advisor 
 

農林水産省総合食料局国際部国際協力課 
International Cooperation Division, General Food Policy Bureau 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 

3. 若林 基治 
Mr. Motoharu 
WAKABAYASHI 

計画管理 
Project Coordinator 

国際協力事業団 無償資金協力部 業務第４課 
Forth Project Management Division, Grant Aid 
Management Department, 
Japan International Cooperation Agency (JICA)  

4. 天野 常雄 
Mr. Tsuneo  
AMANO 

業務主任／維持管理計画 
Chief Consultant / Maintenance 
Management Planning 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 

5. 北口 敬 
Mr.Takashi 
KITAGUCHI 

農業水利・水文計画／設計 
Agricultural Water Distribution and 
Hydrology Planning 

株式会社パシフィック・コンサルタンツインターナシ

ョナル（PCI） 
Pacific Consultants International 

6. 大里 安 
Mr. Yasushi 
OSATO 

灌漑施設計画／設計 
Irrigation Engineering Planning 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 

7. 浦野 一也 
Mr. Kazuya 
URANO 

道路／橋梁／設計 
Road and Bridge Planning 

株式会社パシフィック・コンサルタンツインターナシ

ョナル（PCI） 
Pacific Consultants International 

8. 池田 精寿 
Mr. Seijyu 
IKEDA 

自然条件調査 
Natural Condition Survey 

株式会社パシフィック・コンサルタンツインターナシ

ョナル（PCI） 
Pacific Consultants International 

9. 清水 典尉 
Mr. Noriyasu 
SHIMIZU 

積算／調達計画 
Construction Planning and Cost Estimation 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 

10. 宮内  寛 
Mr. Hiroshi 
IKEUCHI 

通訳（越語） 
Interpreter 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 

 
1-2 ドラフト説明時（12 月） 
No. 氏 名 担 当 所 属 
1 金丸 守正 

Mr. Morimasa 
KANEMARU 

総括 
Team Leader 

国際協力事業団 ヴェトナム事務所長 
Resident Representative, Viet Nam Office 
Japan International Cooperation Agency (JICA)  

2 仲宗根 邦宏 
Mr. Kunihiro 
NAKASONE 

計画管理 
Project Coordinator 

国際協力事業団 ヴェトナム事務所 
Assistant Resident Representative, Viet Nam Office 
Japan International Cooperation Agency (JICA)  

3 天野 常雄 
Mr. Tsuneo 
AMANO 

業務主任／維持管理計画 
Chief Consultant / Maintenance 
Management Planning 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 

4 北口 敬 
Mr. Takashi 
KITAGUCHI 

農業水利・水文計画／設計 
Agricultural Water Distribution and 
Hydrology / Planning 

株式会社パシフィック・コンサルタンツインターナシ

ョナル（PCI） 
Pacific Consultants International 

5 大里 安 
Mr. Yasushi 
OSATO 

灌漑施設計画／設計 
Irrigation Engineering / 
Planning 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 

6 浦野 一也 
Mr. Kazuya 
URANO 

道路／橋梁／設計 
Road and Bridge / Planning 

株式会社パシフィック・コンサルタンツインターナシ

ョナル（PCI） 
Pacific Consultants International 

7 綱川 秋子 
Ms. Akiko 
TSUNAKAWA 

通訳（越語） 
Interpreter 

太陽コンサルタンツ株式会社 
Taiyo Consultants Co., Ltd. 
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2. 調査日程 

2-1 基本設計現地調査時（7-8 月） 

 
 
 
 

月 日
曜
日

① 宿泊 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 宿泊

7 22 月 成田⇒ﾊﾉｲ ハノイ

7 23 火
大使館・JICA　表敬
MARD　ICレポート説明
NIAPP　表敬

　〃

7 24 水
ハノイ→ビン移動
ゲアン省PC　表敬

ビン

7 25 木
ナムダン県PC表敬
現地調査

　〃

7 26 金
ゲアン省PC、同省農業農村
開発部、同省電力公社　表
敬・協議 現地調査

現地調査
ゲアン省PC、同省
運輸部　協議　現
地調査

現地調査 　〃

7 27 土 現地調査 　〃

7 28 日
団内打合せ
初期調査結果整理

成田⇒ﾊﾉｲ
⑧ハノイ
②④⑤⑥ビン

7 29 月 成田⇒ﾊﾉｲ ハノイ
ビン→ハノイ移動
NIAPP　協議

成田⇒ﾊﾉｲ
協議準備
②との打合せ

①②③⑧ハノイ
④⑤ビン

7 30 火
大使館・JICA　表敬
MPI　表敬・協議

〃
大使館・JICA　表
敬  MPI　表敬・
協議

　〃

7 31 水
MARD　表敬・協議
ハノイ→ビン移動

ビン 　　　　同　左
現地再委託作業監
理

MARD表敬・協議
ハノイ→ビン移動

ビン

8 1 木
ゲアン省PC　表敬
現地調査

〃 　〃
ゲアン省PC表敬
現地調査

　〃

8 2 金 現地調査 〃 　　　　同　左 　〃 現地調査 　〃

8 3 土 ビン→ハノイ移動 ハノイ 　〃 ビン→ハノイ移動
①②⑧ハノイ
③④⑤⑥ビン

8 4 日 団内打合せ 〃 ビン→ハノイ移動 団内打合せ 団内打合せ
①②⑤⑧ハノイ
③④⑤ビン

8 5 月
MARD 協議
WB 協議

〃
MARD 協議
WB 協議

現地再委託作業監
理

MARD 協議
WB 協議

　〃

8 6 火
MARD 協議
ミニッツ署名

〃
MARD 協議
ミニッツ署名

　〃
MARD 協議
ミニッツ署名

　〃

8 7 水 大使館・JICA報告 〃 ハノイ→ビン移動 　〃 成田⇒ﾊﾉｲ 大使館・JICA報告
①②⑦⑧ハノイ
③④⑤⑥ビン

8 8 木 ハノイ⇒成田 ハノイ→ビン移動 　〃 ハノイ→ビン移動 ハノイ⇒成田 ②③④⑤⑥⑦ビン

8 9 金 　〃 現地調査 　〃

8 10 土 　〃 　〃 　〃

8 11 日 　〃

8 12 月 報告書作成
ワークショップ準
備

　〃

8 13 火
ビン→ハノイ移動
JICA報告

ワークショップ
②③④⑤⑦ビン
⑥ハノイ

8 14 水 交通量調査 ハノイ⇒成田 現地調査 ②③④⑤⑦ビン

8 15 木 　〃 　〃

8 16 金 交通量調査 　〃 　〃

8 17 土 　 　〃 　〃

8 18 日
情報･資料整理、
団内打合せ

　〃

8 19 月 　〃

8 20 火 現地調査 　〃

8 21 水 　〃 　〃

8 22 木 ビン→ハノイ移動
②③ビン
④⑤⑦ハノイ

8 23 金 情報･資料　収集
②③ビン
⑦ハノイ

8 24 土 ビン→ハノイ移動
現地再委託作業監
理

　〃
③ビン
②⑦ハノイ

8 25 日 情報･資料　収集 　〃 　〃 　〃

8 26 月 　〃 ビン→ハノイ移動 　〃 ②③⑦ハノイ

8 27 火 現地調査結果整理 　〃

8 28 水 MARD 報告･協議 　〃

8 29 木 大使館・JICA報告 　〃

8 30 金 ハノイ⇒成田

現地調査、現地再委託作業監理

　　　〃

成田⇒ﾊﾉｲ

現地調査

団内打合せ
初期調査結果整理

現地調査

大使館・JICA　表敬
MARD　表敬・ICレポート説明

ハノイ→ビン移動
ゲアン省PC　表敬

官側団員

MPI：計画投資省　　MARD：農業農村開発省　　NIAPP：国立農業計画研究所　　WB：世界銀行　　PC:人民委員会

MARD　報告･協議

大使館・JICA　報告

　　　〃

ビン→ハノイ移動
JICA報告

ハノイ⇒成田

ハノイ⇒成田

現地調査結果整理

　〃

　〃

　〃

現地調査

現地調査

　〃

団内会議、　情報･資料整理

　〃

ナムダン県PC表敬
現地調査

　〃

現地調査

団内打合せ

ゲアン省PC　報告・協議

情報･資料整理、　団内打合せ

現地調査、現地再委託作業監理

ワークショップ

2002年 コンサルタント団員

①官ミッション　②業務主任／維持管理計画　③農業水利・水文計画／設計　④灌漑施設計画／設計　⑤道路／橋梁／設計　⑥自然条件調査　⑦積算／調達計画　⑧通訳

　　　〃

　　　〃

現地調査

　〃

　〃

ワークショップ準備

ナムダン県PC　報告、　団内会議
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2-2 ドラフト説明時（12 月） 
月 日 訪問先および協議事項 

12 月 8 日（日） 移動（東京→ ﾊﾉｲ） 

12 月 9 日（月） 

JICA ｳﾞｨｴﾄﾅﾑ事務所：概要報告書説明、ｽｹｼﾞｭｰﾙ打合せ 
農業農村開発省（MARD）：概要報告書説明、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内容協議 
計画投資省（MIP）：概要報告書説明、実施方法協議 
移動（ﾊﾉｲ → ﾋﾞﾝ市） 

12 月 10 日（火） ｹﾞｱﾝ省：概要報告書説明、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内容、実施体制、土地収用等の協議 
現地調査（Nam Trung 灌漑施設、排水施設、農村電化地区等） 

12 月 11 日（水） 
移動（ﾋﾞﾝ市 → ﾊﾉｲ） 
JICA ｳﾞｨｴﾄﾅﾑ事務所：ミニッツの内容協議 
NIAPP：概要報告書説明、ミニッツの内容打ち合わせ 

12 月 12 日（木） NIAPP：ミニッツ案検討・修正案作成 
JICA ｳﾞｨｴﾄﾅﾑ事務所：ミニッツの内容協議 

12 月 13 日（金） MARD：ミニッツ協議・署名 
移動（ﾊﾉｲ → 

12 月 14 日（土） → 東京） 
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3. 相手国関係者リスト 

3-1 基本設計現地調査時（7-8 月） 
 氏名 所属機関 役職 
Ministry of Agriculture & Rural Development (MARD)  
 Dr. Le Van Minh  International Cooperation Dept. Director General 
 Ms. Dao Thi Loc International Cooperation Dept. Expert,  
 Nguyen Thanh Tung International Cooperation Dept. Expert,  
 National Institute for Agricultural Planning and Projection (NIAPP)  
 Vu Cong Lan International Cooperation Dept. Head  
 Nguyen Ha Hue International Cooperation Dept. Expert,  
 Do Ninh International Cooperation Dept. Staff 
 Regional Project Office  
 Nguyen Viet Thanh Central Project Office Project Officer 
 Bach Hung Tuyen South Nghe An Agriculture- Irrigation Company Director 
 Bui Huu Chau Water Resources Project Management Board 407 Director 
    
Ministry of Planning & Investment  

 Ho Quang Minh Foreign Economic Relation Department Deputy Director 
General 

    
World Bank (Hanoi)  

 Christopher Gibbs World Bank Hanoi Office Rural Development 
Specialist 

    
Nghe An Province People Committee  
 Nguyen Van Be Nghe An Province People Committee Chaiman 
 Hoang Ky Nghe An Province People Committee Vice Chairman 
 Nguyen The Trung  Nghe An Province People Committee Vice Chairman  
 Nguyen Van Cuong Nghe An Province People Committee Vice Chief of Staff 
 Nguyen Sy Cuong  Administration Office Deputy Chief 

 Nguyen Nhu Dung  Basic Construction Division –  
Department of Agriculture & Rural Development Head 

 Phan Quang Hien  Department of Transporation Deputy Director 

 Nguyen Quoc Su Evaluation Division 
Department of Transportation Head 

 Ho Quang Canh Department of Transportation Staff 
 Doan Nam  Department of Planning and Investment Deputy Director -  

 Hoang Nhat An  Foreign Economic Relation Division - Department 
of Planning and Investment Vice-Head 

 Ong Xuan Hung Department of Electricity Deputy Director 
 Tran Huv Luc Rural Development and Agricultural Service Vice Director 
    
Nam Dan District People Committee  
 Nguyen Van Be Nam Dan District People Committee Chairman 
 Nguyen Manh Tuyen Nam Dan District People Committee Vice-chairman 
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 Nguyen Quoc Kien  Nam Dan District People Committee Vice-chairman 
 Bui Huu Dong Nam Dan District People's Council Chairman 
 Nguyen Lam Son  Administration Office Head 
 Le Khanh Hoa Industry – Construction – Transport Division Head 
 Dinh Xuan Que  Agriculture & Rural Development Division Head 
 Bui Thi Cuc Agriculture & Rural Development Division Expert,  
 Le Van Quy Finance & Planning Division Depty Head 
 Bui Thi Cuc  Agriculture and Rural Development  Staff 
    
Nam Nam Area  
 Nam Dan Commune  
 Tran Dinh Hoa Nam Dan Commune People's Council Chairman 
 Pham Van Khanh Nam Dan Commune PC Chairman 
 Pham Van Thuong Nam Dan Commune Coop Chairman 
 Nguyen Duong Tam Nam Dan Commune Farmer's Association Chairman 
 Khanh Son Commune  
 Cao Thanh Yen Khanh Son Commune People's Council  Chairman 
 Vo Van Quy Khanh Son Commune PC Chairman 
 Nguyen Trong La Khanh Son Commune Farmer's Association Chairman 
 To Ba Thiep Khanh Son Commune Coop No.1 Chairman 
 Nguyen Trong Thanh Khanh Son Commune Coop No.2 Chairman 
 Nam Kim Commune  
 Vo Van Tuc Nam Kim Commune People's Committee Chairman 
 Dang Xuan Quang Nam Kim Commune People's Council Chairman 
 Nguyen Van Minh Nam Kim People's Council Chairman 
 Nam Loi Commune  
 Nguyen Xuan Lanh Nam Loi Commune Coop Chairman 
 Nguyen Xuan Xu Nam Loi Commune Party Council Secretary 
 Le Mau Thanh Nam Loi Commune PC Chairman 
 Bui Dat Thao Nam Loi Commune Farmer's Association Chairman 
 Nam Trung Commune  
 Tran Xuan Dinh Nam Trung Commune People's Council Chairman 
 Nguyen Van Phuong Nam Trung Commune People's Committee Chairman 
 Pham Ba Tuan Nam Trung Commune Farmer's Association Chairman 
 Duong Van Thuy Nam Trung Commune Coop Chairman 
 Nam Cuongm Commune  
 Vu Viet Hung Nam Cuong Commune PC Chairman 
 Ho Xuan Binh Nam Cuong Commune PC Chairman 
 Nam Phuc Commune  
 Duong Viet Cuu Nam Phuc Commune People's Council Chairman 
 Nguyen Van Que Nam Phuc Commune Coop Chairman 
 Tan Le Long Nam Phuc Commune Farmer's Association Chairman 
 Tran Khac Loi Nam Phuc Commune PC Chairman 
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3-2 ドラフト説明時（12 月） 

 氏名 所属機関 役職 
Ministry of Agriculture & Rural Development (MARD)  

 Dr. Le Van Minh  International Cooperation Dept. Director General 
 Nguyen Thanh Tung International Cooperation Dept. Expert 
 Kunihiko NAITO Japan International Cooperation Agency (JICA) Expert 
 National Institute for Agricultural Planning and Projection (NIAPP)  

 Dr. Vu Nang Dzung International Cooperation Dept. Director 
 Mr. Nguyen Van Chinh International Cooperation Dept. Vice Director 
 Vu Cong Lan International Cooperation Dept. Head  
 Nguyen Ha Hue International Cooperation Dept. Expert 
 Regional Project Office  

 Nguyen Viet Thanh Central Project Office Project Officer 
 Bach Hung Tuyen South Nghe An Agriculture- Irrigation Company Director 
 Bui Huu Chau Water Resources Project Management Board 407 Director 
    
Ministry of Planning & Investment (MPI)  
 Dr. Le Hong Thai Agriculture & Rural Development Department Director 
 Mr. Nguyen Xuan Tien Foreign Economic Relations Dept. Senior Officer 
    

Nghe An Province People Committee  

 Nguyen The Trung Nghe An Province People Committee Chairman 
 Nguyen Van Hanh Nghe An Province People Committee Vice Chairman 
 Nguyen Sy Cuong  Charge of Foreign Affairs Vice Chief of Staff 
    
Nam Dan District People Committee  
 Nguyen Van Be Nam Dan District People Committee Chairman 
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4. 討議議事録 

 

























































 
         

A‐35 

6. 事業事前評価表 

１．協力対象事業名 

ヴィエトナム社会主義共和国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 

 

２．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国がヴィエトナム国（以下｢越｣国という）に対して援助することの必要性・妥当性 

我が国が｢越｣国に援助する必要性と妥当性は、下記の点にあり、これらを踏まえて援助を実施している。 

－ ｢越｣国の安定はインドシナの平和と安定にとり極めて重要であること 

－ 人口約7,600万人を有し、また、一人当たりGNP（350米ドル、98年）は低く、援助需要が高いこと 

－ 更に経済発展に伴いこの地域における重要性を増して行くと考えられること 

－ 1991年10月のカンボディア和平合意を受け、我が国が円借款を再開したことを契機に、両国関係は将来

を見据えた新たな発展段階に入り、政治面、経済面のみならず文化面等でも緊密化しつつあること 

－ 1986 年より「ドイモイ（刷新）」路線の下市場経済化を推進するとともに、ASEAN 加盟およびAPEC 加盟

を果たし、我が国を含む域内外諸国との関係改善・拡大を進めてきていること 

－ アジア経済危機の影響が徐々に浸透し、経済成長とドイモイ政策の維持に困難が生じていること 

 

(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

｢越｣国の農業は、労働人口の7割、輸出の1/3を占めるなど、国家の社会経済の開発と安定の最大の基盤産業

と位置付けられている一方で、農業セクターの開発の遅れによる貧困層の増大と地域間格差の拡大が問題になっ

ており、政府は国家開発計画の中で同セクターの発展を重点分野の一つとし、その主要目標を以下に置いている。

－ 貧困撲滅と食料安全保障の確保。 

－ 農村地域における所得、社会基盤、文化、保健衛生、教育の向上。 

－ 地域間格差の低減と農村部における都市化。 

－ 森林割合の増大と自然環境の保全 等 

 

ゲアン省を含む北中部沿海地域は、「越」国全体の貧困人口の20％が集中する地域である。なかでもゲアン省

はやせた土地、熱風を伴う季節風（ラオス風）、台風の襲来や洪水被害などの厳しい自然条件、さらに灌漑施設

の不足、老朽化等の農業生産基盤の問題も抱えていることで、地域の生活水準は低く「越」国内でも最貧困省の

一つである。これらの原因により、住民は極めて厳しい生活を強いられており、事業のモデル性という観点から

も本事業を実施する必要性は十分に認められる。なお、当該地域は故ホーチミン氏生誕の地であり、日越友好の

強化という観点からもプロジェクトの必要性が高いと判断される。 

 

当該プロジェクトは、上記地域農民の貧困緩和ための農村生活環境改善を目標に、主として老朽化した生産基

盤（灌漑施設）の機能回復と農村生活の基盤である地方道路の改修、および電化率の低い地区への配電網の拡張

から成るもので、「越」国の国家開発計画および農業セクターの開発方針に合致するものである。また、我が国

の国別援助方針にも合致していることから、我が国の無償資金協力による事業実施の妥当性は十分ある。  

 

３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

ゲアン省ナムダン県Nam Nam地区において、灌漑施設、道路網および農村電化施設等の農村インフラを整備す

ることにより、同地区の生活環境を改善することを目的とする。 

 

４．協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 

ゲアン省ナムダン県Nam Nam地区 

 

(2) アウトプット 

ゲアン省ナムダン県Nam Nam地区の灌漑施設、道路網および電化施設等の農村インフラが整備される。 
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(3) インプット 

【日本側】 

  1) 灌漑施設 

1-1  Nam Trungポンプ場灌漑システムの改修：ポンプ場復旧、幹線水路改修4.9km  

1-2  Ho Tanh溜池灌漑システムの改修：溜池漏水対策、既存水路の改修2.4km 

2) 地方道路 

2-1 国道15A号線（南）の改修：15.7km（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装、橋4箇所、ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 1箇所、ｴﾛｰｼﾞｮﾝ対策工3箇

所、盛土工4箇所） 

2-2 N.Kim-N.Phuc-N.Coung道路改修：6.9km（ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装2.6km、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装4.3km、橋1箇所、 橋梁1箇所、

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 4箇所） 

3) 農村電化：電化拡張 3地区（変電所3箇所、配電網 10kv 5.1km、0.4kv 11.8km） 

 

【「越」国側】 

1) 建設用地の確保 

2) 協力対象事業に係わる先方負担工事 

 

(4) 総事業費 

概算事業費13.28億円（日本側13.01億円、「越」国側2,666万円） 

 

(5) スケジュール 

詳細設計期間を含め約38ヶ月の工期（3期分け）を予定。 

 

(6) 実施体制 

責任機関：農業農村開発省（MARD） 

実施機関：①プロジェクト管理委員会（PMB） 

②ステアリングコミッティ（PMB運営の管理・指導など） 

実施組織：ナムダン県人民委員会事業実施関連部局（PMBの基での実働組織） 

      

５．プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトの裨益対象地域の範囲及び規模 

裨益対象地域：ゲアン省ナムダン県Nam Nam地区 

裨益人口  ：約3万6千人 

 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

1)灌漑排水 

 2000年（実施前） 2006年（実施後） 

対象施設の灌漑面積（回復） Nam Trung ポンプ場灌漑システム
の灌漑面積：370ha  
Ho Tanh 溜池灌漑システムの灌漑
面積：40ha 

Nam Trung ポンプ場灌漑システム
の灌漑面積：470ha  
Ho Tanh 溜池灌漑システムの灌漑
面積：70ha  

労働低減効果 
：用水路掃除、補修 

①回数：年4回 
(作付時期の前後1日×2期作) 

②時間：32時間（4×8時間） 
③人数：240人/回 
④時間×人数：7､680時間・人 

①回数：年2回 
(作付時期の前1日×2期作) 

②時間：16時間（2×8時間） 
③人数：240人/回 
④時間×人数：3,840時間・人 

上表から、プロジェクト実施後の維持管理に必要な「時間×人」は、実施前と比較し半減する。 
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2)道路 

 2002年（実施前） 2006年（実施後） 

国道15A号線所要通行時間（ナム
ダン端から県道入口まで） 

26分 19分 

国道15A号線年間通行不能日数 14日 ０日 

県道所要通行時間（全区間） 15分 10分 

交通量の増加（公共路線バス） 無し 有り（数本/日） 

 出典：ベースライン調査 

 

3) 農村電化 

 2002年（実施前） 2006年（実施後） 

電化所帯数 997戸 1,634戸 

電化率 69％ 96％ 

電気料金 1,100VND／kWh 750VND／kWh  

６．外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

(1) 「越」国側（農民組織を含む）により整備施設の適切な維持管理が継続して行われる。 

 

７．今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 

1) 事後評価に用いる成果指標 

① 灌漑施設：当該灌漑システムにより灌漑される面積(ha) 

       用水路の掃除・補修に要する回数、時間、人数（時間・人） 

② 地方道路：国道15A号線道路交通量（台/日）、所要通行時間（分）、年間通行不能日数（日） 

       県道交通量（台/日） 

③ 農村電化：対象3地区の電化戸数（戸）、電化率（%）、電気料金（VND/KWH） 

 

(2) 評価のタイミング 

2006年度以降に事後評価を実施する。 
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8. 会議メモ集 

8-1 基本設計現地調査時（7-8 月） 

 
8-1-1 ワークショップ・メモ 

日  時： 平成 14 年 8 月 13 日  8：00 ～11：30 
場  所： ナムダン県 PC 会議室 
出席者： ベトナム側 計４０名（別紙出席者リスト参照） 
    調査団側：天野、北口、大里、浦野、清水 
         Nguyen Ha Hue、Nguyen Duy Vien、Tran Viet Dzung、Lan、Thong 

概要 
I. ワークショップ次第 
１．開催の言葉  ナムダン県 CP Chairman 
２．プロジェクトの経緯 ナムダン県 CP Chairman 
３．プロジェクトの説明 日本側 

(1) プロジェクトの概要 天野 
(2) 灌漑排水  北口 
(3) 灌漑施設計画  大里 
(4) 道路   浦野 
(5) 調達計画  清水 
(6) 農村電化  天野 

４．ベトナム側コメント 
(1) ナムダン県 
(2) ゲアン省 
(3) 各コミューン 

５．無償資金協力事業の説明 天野 
６．閉会の言葉  ナムダン県 CP Chairman 

 
II. 出席者から出されたコメント 

1．ゲアン省農業農村開発部（DARD） 
・洪水は毎年生じる。その内 90％は規模が大きい。 
洪水防御施設の計画にあたっては、ベトナムで定めた警報水位２（アラーム・レベル２）を考慮す

べきである。 
・Nam Trung ポンプシステムの Head Wok であるポンプ場の改修が必要である。ポンプは経済的、

吐出し量および品質の面から日本とベトナムの合弁会社エバラ製のポンプを推奨する。 
Nam Trung ポンプシステムの用水路は 5.1km 全区間の整備が必要である。地元で改修済みの

2.0km の区間も品質が悪いので整備を要する。 
・Ho Thanh 溜池の Head Work は、漏水があり、改修が必要である。 システムの最も重要な Head 

Work の改修なしで、水路のみ改修することは適当ではない。これは、強くお願いしたい。 
 

2．DOT 
・Rout１５A は、道路の規格クラス V、幅員 6.5m ということで合意する。 
・Rout１５A のナムダン橋は、１０％Frequency の洪水水位で設計・建設された。ナムダン橋から

南に延びる Rout１５A をそれ以上に嵩上げすると、ナムダン橋とその上流側に影響をおよぼすの

で、１５A 改修では、１０％Frequency の洪水水位で設計して欲しい。 
・道路構造物は、RC 構造にして欲しい。 
・N. Kim – N. Phuc – N. Cuong 道路は、洪水をかぶるので、構造物は全て、RC で設計して欲しい。 
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3．ゲアン省電力公社 
・電力セクターの規準では、低圧配線の最大延長を 500m と規定しているので、それを考慮して、変

圧所の位置を選定して欲しい。 
・0.4ｋｖ電線は裸ではなく被覆電線を使用すること。 
･トランスの 1 次コイルは、１０ｋｖと２２ｋｖの２通りの電圧に対応するものとすること。なぜな

ら、現在は１０ｋｖであるが、国の規準でこれからは２２ｋｖにすることになっているため。 
・碍子の支持材は、亜鉛メッキのビームを使用のこと。 
・電線の仕様は、中圧線と低圧線それぞれ考慮して選定のこと。 

ス部ステーションには、3 種類（サスペンション、屋内、屋外）あるが、容量が 250KVA 未満であ

れば、サスペンションを、320KVA 以上であれば、屋内タイプを推奨する。 
・延長が 500m 以上の場合は、遮断器（ベレーカー）を設ける。 
・県には、必要な土地収用を行って欲しい。 

 
4．DPI 

・本案件は、永年待ったプロジェクトであり、コンサルタントから日本政府に対し、早期の実現を提

言して欲しい。 
・参加住民に対し、必要な土地収用に同意するように要請。 
・DPI としては、全面的に支援する。 

 
5．コミューン代表者のコメント 

(1) Khanh Son コミューン 
・当地区の電化事情は非常に良くない。未電化戸数も 100 個あり、変圧所から 1.5km もはなれてお

り、是非 1 箇所サブステーションの建設をお願いしたい。 
・電線は、被覆したものにして欲しい。１５A 道路は１ｍか差上げして欲しい。 
・Nam Nam 堤防はご覧のように貧弱であり、の改修を希望する。 
・早期の実施を強く望む。用地のクリアリングは責任を持つ。 

(2) Nam Kim コミューン 
・Ho Thanh 溜池は、1979 年に 150ha を対象に建設された。しかし、漏水しているため、灌漑は 40ha

しか出来なくなっている。従って、Headwork の修復を是非して欲しい。 
・電化について、300 戸を対象にもう一つ変圧所を造って欲しい。 

(3) Nam Trung コミューン 
・Nam Trung ポンプシステムは、1965 年に建設され、5 つのコミューンの灌漑を行ってきた。この

ポンプ場の修復をして欲しい。水量が不足しているので、容量を増やして欲しい 
・新ポンプ場は、灌漑のみならず生活用水も考慮したものにして欲しい。 
・ポンプはサブマージブルポンプにして欲しい。 
・地元で改修した用水路 2.0km の区間も再整備を要する。 
・水路の改修時に道路幅を広くして欲しい。 

(4) Nam Phuc コミューン 
・この地区が Nam Nam 地区で最も標高が低い。N. Kim – N. Phuc – N. Cuong 道路は、洪水調節

上非常に重要。 
・N. Kim – N. Phuc – N. Cuong 道路は、拡幅しコンクリート舗装に是非して欲しい。 
 

6．ナムダン県 PC 委員長 
・Nam Trung ポンプ場はサブマージブルとし、荏原のポンプを希望する。 
・ポンプは、十分な容量のものが必要である。 
・Nam Trung ポンプ場掛かりの用水路は 5.1km 全区間の整備が必要である。 
・5.1km 沿いの道路の整備は、グラベル舗装でお願いしたい。 
・Ho Thanh 溜池の改修については、ハノイでの会議で調査団長は、コンサルタントが考慮すると約
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束した。住民は、漏水対策を含む Head Work の修復を強く望んでいる。ゲートと堰堤の修復を是

非お願いしたい。 
・Nam Nam Dike の品質向上を考えて欲しい。 
・15A 道路の浸水箇所は、嵩上げが必要であり、構造物は RC にして欲しい。 
・必要な線形改良は、合意する。 
・N. Kim – N. Phuc – N. Cuong 道路は、コンクリート舗装に是非して欲しい。 
・農村電化については、住民からもう強い要請が出ているので４地区実施を希望する。 
・土地収用には責任を持つ、プロジェクトの円滑な推進に全面協力する。 

 
6．ゲアン省外務部 

・ナムダン DPC の Chairman の意見に同意する。 
・農業支援センターの設立のサポートを望む。 

 
III.無償資金協力事業の説明（調査団） 

・日本の無償資金協力の資金は、日本国民の貴重な税金から生み出されるものであり、従って本プロ

ジェクトは、ベトナム国民のみならず日本国民にとっても必ず成功させなければならないプロジェ

クトである。 
・その成功によって、両国の友好関係は益々強くなる。 
・その成功のためには、皆さんの協力が無くては成らない。 
・施設は、有効に且つ持続的に使われて初めて効果がでるものであるから、運営・維持管理は極めて

重要である。 
 
 
 ＊ワークショップ修了後、昼食会で歓談し解散。 
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Workshop List of participants 
Nam Dan District Meeting Hall, August 13, 2002 

 
No. Name Position Remark 
1 Hoang Nhat An Deputy Head of Foreign Economic Relation Div. - Nghe 

An Dept of Planning & Investment 
Tel: 038 847590 

2 Nguyen Sy Cuong  Deputy Head of ICD - Nghe An PPC Tel: 038 844654 
3 Ong Xuan Hung Nghe An Electricity Department Tel: 038 551170 
4 Ho Quang Canh Department of Transportation Tel: 038 841850 
5 Nguyen Quoc Su Department of Transportation Tel: 038 841850 
6 Nguyen Nhu Dung Department of Agriculture and Rural Development Tel: 038 835993 
7 Bui Huu Dong Chairman of Nam Dan District People's Council  
8 Nguyen Van Be Chairman of Nam Dan District People's Committee  
9 Nguyen Manh Tuyen Vice-chairman of Nam Dan District PC  
10 Nguyen Quoc Kien  Vice-chairman of Nam Dan District PC  
11 Le Khanh Hoa Head of Nam Dan District Construction and 

Transportation Division 
 

12 Dinh Xuan Que Head of Nam Dan District Agriculture and Rural 
Development Division 

Tel: 038 822125  

13 Le Van Quy Deputy head of Nam Dan Planning Division   
14 Tran Dinh Hoa Chairman of Nam Dan Commune People's Council  
15 Pham Van Khanh Chairman of Nam Dan Commune PC  
16 Pham Van Thuong Chairman of Nam Dan Commune Coop  
17 Nguyen Duong Tam Chairman of Nam Dan Commune Farmer's Association  
18 Cao Thanh Yen Chairman of Khanh Son Commune People's Council   
19 Vo Van Quy Chairman of Khanh Son Commune PC  
20 Nguyen Trong La Chairman of Khanh Son Commune Farmer's Association  
21 To Ba Thiep Chairman of Khanh Son Commune Coop No.1  
22 Nguyen Trong Thanh Chairman of Khanh Son Commune Coop No.2  
23 Vo Van Tuc Chairman of Nam Kim Commune People's Committee  
24 Ho Xuan Binh Chairman of Nam Cuong Commune PC  
25 Bui Thi Cuc Staff of Nam Dan District Agriculture and Rural 

Development Division 
 

26 Nguyen Xuan Lanh Chairman of Nam Loi Commune Coop  
27 Nguyen Xuan Xu Secretary of Nam Loi Commune Party Council  
28 Le Mau Thanh Chairman of Nam Loi Commune PC  
29 Bui Dat Thao Chairman of Nam Loi Commune Farmer's Association  
30 Tran Xuan Dinh Chairman of Nam Trung Commune People's Council  
31 Nguyen Van Phuong Chairman of Nam Trung Commune People's Committee  
32 Pham Ba Tuan Chairman of Nam Trung Commune Farmer's Association  
33 Duong Van Thuy Chairman of Nam Trung Commune Coop  
34 Dang Xuan Quang Chairman of Nam Kim Commune People's Council  
35 Vu Viet Hung Chairman of Nam Cuong Commune PC  
36 Duong Viet Cuu Chairman of Nam Phuc Commune People's Council  
37 Nguyen Van Que Chairman of Nam Phuc Commune Coop  
38 Tan Le Long Chairman of Nam Phuc Commune Farmer's Association  
39 Tran Khac Loi Chairman of Nam Phuc Commune PC  
40 Nguyen Van Minh Chairman of Nam Kim People's Council  
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8-1-2 ナムダン県 PC への現地調査結果の報告会メモ 

 
日  時： 平成 14 年 8 月 21 日  10：00 ～12：00 
場  所： ナムダン県 PC 会議室 
出席者： ベトナム側 Nguyen Van Be （Chaiman, PC） 

Nguyen Quoc Kien (Vice Chairman, PC) 
Nguyen Manh Tuyen (Vice Chairman, PC) 
Bui Huu Dong (Chairman, People’s Council) 
Nguyen Lam Son (Head of Administration Office, PC) 
Le Khanh Hoa (Head of Industry – Construction – Transport Division, PC) 
Dinh XuanQue (Head of Agriculture & Rural Development, PC) 
Bui Thi Cuc (Expert, Agriculture & Rural Development, PC) 
Le Van Quy (Depty Head of Finance & Planning Division, PC) 

    調査団側： 天野、北口、大里、浦野、清水 
          Nguyen Ha Hue、Nguyen Duy Vien、Tran Viet Dzung、Lan、Thong 
 

（１） 主任が協力に対する謝辞と全般の報告 

特別に下記の説明をし、理解を求めた。 

＊ 課題のHo Thanh溜池の改修については、堤体からの漏水と取水施設からの漏水について、再度注

意して調べた結果、取水施設からの漏水は、放置できない状況と判断した。しかし、その対策を計画

するには、更なる詳細な調査と時間が必要である。帰国後JICAおよびGOJにその旨報告するが、本

プロジェクトの中に組み入れることは、非常に難しいと考えられるので、期待は持たないで欲しい。 

＊ 農村電化については、ハノイの会議でThung Giang 地区を除く3地区を対象にする旨、ベトナム側が

公式に了解しているので、追加は困難である。コンサルタントとして、Thung Giang 地区は緊急性と

優先度の高いことをりかいできるので、ゲアン省に対し、Thung Giang 地区の電化を考慮した予算の

再配分をお願いしてみる。 

 

（２） 各担当者が担当分野の調査結果を報告 

 

（３） ベトナム側（ナムダン県PC）からのコメント 

＊ Nam Trung ポンプシステム、Ho Thanh溜池灌漑システム共に、幹線水路の分水工に調整ゲートが

必要。 

＊ Nam Trung ポンプ場は、現在のポンプ場位置に建設するのが最適である。建設中の灌漑について

は、現ポンプを旧機場に移して応急的に対応する。 

＊ ポンプの台数は6台、形式はサブマージブルポンプにして欲しい。 

＊ Nam Trung 水路は、地元修復分の２ｋｍも改修が必要。 

＊ 排水ゲートおよび越流工は、既にゲアン省の承認を得ている当方設計の形式、規模、サイズのとおり

にして欲しい。 

＊ Ho Thanh溜池の漏水は、溜池の水位が高くなると現在の漏水状況が相当なものになる。近い将来

崩壊の危険もあることからも是非改修を考えて欲しい。チームリーダーがハノイの会議で、コンサルタ

ントが考慮すると明言している。 

＊ 施工計画は、洪水時期と作付カレンダーを考慮して計画して欲しい。 

 

＊＊その他事項については、全て調査団の報告が受け入れられた。 
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8-1-3 ゲアン省 PC への現地調査結果の報告会メモ 

 
日  時：平成 14 年 8 月 23 日  8：30 ～10：00 
場  所：ナムダン県 PC 会議室 
出席者：ベトナム側 Nguyen The Trung （Vice Chaiman - Nghe An Provincial PC） 

Mr. Nguyen Sy Cuong (Deputy Chief- Administration Office- PPC) 
Nguyen Nhu Dung (Head of Basic Construction Division - DARD) 
Phan Quang Hien (Deputy Director - Department of Transporation) Doan Nam 
(Deputy Director - Department of Planning and Investment)  
Hoang Nhat An （ Vice-Head of Foreign Economic Relation Division - 
Department of Planning and Investment）  
Nguyen Van Be（Chaiman, PC） 

    調査団側:天野、北口 
         Nguyen Ha Hue、Luong Dinh Lan 
 

（１）業務主任が協力に対する謝辞と全般、道路部門および農村電化部門の報告 

（去る21日のナムダン県での報告会で得られたコメントを踏まえた内容を報告） 

（２）北口農業水利・水文計画担当が、灌漑排水分野について報告 

（３）ヴェトナム側からのコメント 

＊ 調査団の報告に対し、その殆ど了解する。 

＊ Nam Trung ポンプ灌漑システムは、4つのコミューンを対象にした6台のポンプを設備したも

のである。作物は水稲のみならず、畑作物も対象にしたものであり、現在水不足がもんだい

になっている。プロジェクトでは、6台のポンプ場に修復してもらいたい。 

＊ Ho Thanh溜池の漏水は、溜池の水位が高くなると現在の漏水状況が相当なものになる。放置

しておくと、十分に水が溜まらないのみならず、堤体崩壊の危険が危惧される。是非改修を

考えて欲しい。 

＊ 冠水する道路につては、コンクリート舗装にして欲しい。 

（４）調査団からの回答 

＊ 頂いたコメントは日本側に必ず伝える旨約束し、同時にコンサルタントとして、コメントに

対する考えを伝えた（期待させては気の毒であるし、ドラフト説明時に問題になりかねない

ため、事前に収まる方向を示した）。内容は以下の通り。 

① Nam Trung ポンプ灌漑システムは、当初6台のポンプを備えたものであることは、理解し

ているが、本調査が対象にしたものは、あくまで現在の3台のポンプ設備による灌漑シス

テムであり、ハノイでの会議でも、「現状復帰」が基本ということで、ベトナム側も了

解している。従って、6台のポンプ場建設は、極めて困難と考えられる。3台のポンプ場

を含む灌漑システムのリハビリになろう。 

② 課題のHo Thanh溜池の改修については、堤体からの漏水と取水施設からの漏水について、

再度注意して調べた結果、取水施設からの漏水は、放置できない状況と判断した。しか

し、その対策を計画するには、更なる詳細な調査と時間が必要である。帰国後JICAおよ

びGOJにその旨報告するが、本プロジェクトの中に組み入れることは、非常に難しいと考

えられるので、期待は持たないで欲しい。また、当初除外される予定の農村電化が採用

されたことにより、予算の余裕は既にないと判断される。 

③ 冠水する道路のコンクリート舗装については、必要性は認められるので、予算と相談し

て東京で検討する。 

④ 以上、考えを述べたが、プロジェクト実施の可否、内容、規模等全て本基本設計調査の

結果を基に政府が判断して決定する。12月にはドラフトレポートを持ってその説明に再

度訪越する。 
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8-1-4 MARD への現地調査結果の報告会メモ 

 
日  時：平成 14 年 8 月 28 日  8：30 ～9：30 

場  所：農業農村開発省国際協力局長室 

出席者：ベトナム側 Dr. Le Van Minh (Director General, ICD, MARD )  

Ms. Dao Thi Loc(ICD, MARD),  

Mr. Nguyen Nhu Dung (Head of Basic Construction Division, DARD) 

Mr. Vu Cong Lan (NIAPP) 

内藤 JICA 専門家  

   調査団側: 天野、北口、清水 

         Nguyen Ha Hue 

 

（１）業務主任が協力に対する謝辞と全般、道路部門および農村電化部門の報告 

（２）北口が、水文解析・灌漑排水分野について報告 

（３）清水が、工事費積算および調達計画分野について報告 

（４）ヴェトナム側からのコメント 

＊ 調査団の報告に対し、その殆ど了解する。 

＊ Nam Trung ポンプ灌漑システムは、4つのコミューンを対象にした6台のポンプを設備したも

のである。作物は水稲のみならず、畑作物も対象にしたものであり、現在水不足がもんだい

になっている。プロジェクトでは、6台のポンプ場に修復してもらいたい。（DARDより） 

＊ Ho Thanh溜池の漏水については、是非現地の要望を尊重し、本プロジェクトでの対応を考え

て欲しい。 

＊ 国内でBD作業をする中で、相談ごとがあればMARDを通してくれれば、直に対応するので、遠

慮せずに相談して欲しい。 

＊ 事業費については、是非事前に知らせて欲しい。 

 

（５）調査団からの回答 

頂いたコメントは日本側に必ず伝える旨約束し、同時にコンサルタントとして、コメントに対す

る考えをゲアン省PC報告会の時と同様に先方に伝えた。内容は以下のとおり。 

 

①Nam Trung ポンプ灌漑システムは、当初6台のポンプを備えたものであることは、理解している

が、本調査が対象にしたものは、あくまで現在の3台のポンプ設備による灌漑システムであり、

ハノイでの会議でも、「現状復帰」が基本ということで、ベトナム側も了解している。従って、

6台のポンプ場建設は、極めて困難と考えられる。3台のポンプ場を含む灌漑システムのリハビ

リになろう。 

②課題のHo Thanh溜池の改修については、堤体からの漏水と取水施設からの漏水について、再度

注意して調べた結果、取水施設からの漏水は、放置できない状況と判断した。しかし、その対

策を計画するには、更なる詳細な調査と時間が必要である。帰国後JICAおよびGOJにその旨報告

するが、本プロジェクトの中に組み入れることは、非常に難しいと考えられるので、期待は持

たないで欲しい。また、当初除外される予定の農村電化が採用されたことにより、予算の余裕

は既にないと判断される。 

③以上、考えを述べたが、プロジェクト実施の可否、内容、規模等全て本基本設計調査の結果を

基に政府が判断して決定する。12月にはドラフトレポートを持ってその説明に再度訪越する。 

 

以上 
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8-2 ドラフト説明時（12 月） 
8-2-1 農業農村開発省 
調  査  名 ヴィエトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 
開 催 日 時 平成 14 年 12 月 9 日 9:30 – 10:30 
開 催 場 所 農業農村開発省（MARD）国際協力局長室 

農業農村開発省（MARD）：Dr. Le Van Minh 国際協力局長 
JICA：仲宗根邦宏、内藤 久仁彦（JICA 専門家） 

出  席  者 

コンサルタント：（太陽）天野、大里 （PCI）北口、浦野、（通訳）綱川 
報 告 内 容 ／ 

確 認 内 容 

 

 

 

（調査団からの説明） 
 概要報告書を提出し、以下の説明を行った。 
1. プロジェクトの内容 

- プロジェクトは灌漑、地方道路、農村電化および環境保全からなり、「越」国側

から要請された全てのコンポーネントを含む。 
- 地域排水施設は、今年 9 月の洪水で被害を受け、「越」国側が工事を始めている

ことからプロジェクトから省く。 
- Ho Thanh 溜池の漏水対策は実施の必要性が判断されたことから、協力内容に含

むこととした。 
- Nam Trung 幹線用水路は上流部既存ライニング部を全面改修する。 
- Nam Kim – Nam Phuc – Nam Cuong 道路は、冠水区間はコンクリート舗装その他

の区間はアスファルト舗装となる。 
- 予算との関係で、報告書表 2-1-2 よりケース 3 がプロジェクトの内容となる。 

・国道 15A 道路については、県道と 15A の交差地点から Ha Tinh 省までの 4.4km
のアスファルト舗装による改修は除外する。但し、冠水カ所については盛土を

行い、年間通行を可能にする。 
・Nam Trung 幹線用水路は下流区間 1.3km を自助努力に委ねる。 
 

2. 今後の予定 
- 最終報告書は 2003 年 2 月下旬までにとりまとめ、同 3 月下旬までに「越」国側

に提出される。 
- 本プロジェクトは、3 年次に分割して実施する。 
- 2003 年 5 月にこのプロジェクトの実施について閣議決定が行われ、両国政府と

の間で 5 月下旬～6 月初旬に第 1 期分の E/N 締結が行われる。 
- JICA よりコンサルタント推薦状が発行され、「越」国側実施機関とコンサルタン

ト契約が締結され、詳細設計および業者調達の入札が行われる。 
- 以下プロジェクトの実施工程は次のとおりとなる。 

期 D/D、SV 実施期間 

D/D 2003 年 7 月開始、同年 12 月入札 １期 
工事 2004 年 1 月～2004 年 9 月 
D/D 2004 年 6 月開始、同年 9 月入札 2 期 
工事 2004 年 11 月～2005 年 8 月 
D/D 2005 年 6 月開始、同年 9 月入札 3 期 
工事 2005 年 11 月～2006 年 8 月 

    D/D：実施設計（入札図書作成、入札業務を含む） 
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 （MARD からの意見） 
1. 予定通りドラフト・ファイナルレポートを作成して頂き感謝する。 
2. 概要書の内容は、基本的に全て合意する。 
3. ゲアン省には調査団の現地調査日程を連絡してあるので、ゲアン省およびナムダン県

と基本設計内容について十分に協議してきて欲しい。 
 
（ミニッツに関する日本側要望事項） 
1. ミニッツ署名は 2002 年 12 月 13 日（金）午前 11 時からとし、日本側からは JICA ヴ

ィエトナム所長金丸氏が署名する。 
「越」国側回答： 
  Le Van Minh 国際協力局長は、ホーチミン出張から 13 日にハノイに戻るので、13 日

の局長サインは難しいかもしれない。 
調査団からの回答： 
局長の署名は 2002 年 12 月 16 日（月）に行って頂ければ良い。 

2. 土地収用の具体的スケジュールをミニッツに添付して土地の確保について再確認し

たい。 
「越」国側回答：了解 
3. 実施機関のステアリングコミッティおよびプロジェクト管理委員会（PMB）の構成と

それぞれの役割を明確にしたものを添付し、再確認したい。 
「越」国側回答：了解、ゲアン省とナムダン県と協議し明確にする。 
 
（その他） 
「越」国側より、ステアリングコミッティおよびプロジェクト管理委員会（PMB）の運

営費は、プロジェクトコストに含まれるかとの質問に対し、調査団からその費用は、無

償資金協力の予算に含まれず、「越」国側の負担となる 
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8-2-2 計画投資省 

調  査  名 ヴィエトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 
開 催 日 時 平成 14 年 12 月 9 日 10:45 – 11:30 
開 催 場 所 計画投資省（MPI） 

計画投資省（MPI）：Dr. Lemong Thai (Director)、Mr. Nguyen Xuan Tien (Senior Officer) 
JICA：仲宗根邦宏、内藤 久仁彦（JICA 専門家） 

出  席  者 

コンサルタント：（太陽）天野、大里 （PCI）北口、浦野、（通訳）綱川 
報 告 内 容 ／ 

確 認 内 容 

 

 

 

（調査団からの説明） 
1. プロジェクトの内容 

- 12 月 9 日の MARD における説明内容に同じ。 
 

2.  今後の予定 
- 12 月 9 日の MARD における説明内容に同じ。 
 

（「越」国側からの説明） 
最終報告書の提出後のヴィエトナム側スケジュールは以下のとおりである。 
(1) 最終報告書受領後、レポートを英語からヴィエトナム語への翻訳 
(2) それをベースにフィージビリティスタディ(F/S)レポートを作成 
(3) ゲアン省人民委員会議長の F/S の承認 
(4) 中央政府よる承認 

(5) 大臣の指示によるステアリング・コミッティと PMB の創設 

 

（質疑応答） 
・MPI：工事は 2006 年 8 月までとなっているが、長すぎないか？ 
・調査団回答：国道 15A 道路は、Nam Nam 地区にとって重要な路線であり、交通を

遮断することはできないため、工事は片側施工とすること、テト期間および農繁

期では工事を中断せざるを得ないこと、また、日本の無償資金協力システムでは

工事は１年で完了しなければならない等から 3 期分となる。 
 

 ・MPI：予算は？ 
・調査団回答：現在積算作業中であるが、概ね１期で約 5 億円、総額約 15～16 億円

となる。 
・MPI：この金額は無償のＢグループ（灌漑事業で 2,800 万ドル、交通関係で 4,000

万ドル以下の事業）に相当し、ゲアン省の人民委員会の責任で実施される。 
MARD が無償資金協力について十分理解しているので、実施体制については

MARD と協議して欲しい。 
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8-2-3 ゲアン省 

調  査  名 ヴィエトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 
開 催 日 時 平成 14 年 12 月 10 日 7:30 – 9:00 
開 催 場 所 ゲアン省 

ゲアン省：Dr. Nguyen The Trung（人民委員会議長）、Dr. Nguyen Sy Cuong（外務副主任）

ナムダン県：Mr. Nguyen Van.Be（人民委員会議長） 
JICA：仲宗根邦宏、内藤 久仁彦（JICA 専門家） 

出  席  者 

コンサルタント：（太陽）天野、大里 （PCI）北口、浦野、（通訳）綱川 
報 告 内 容 ／ 

確 認 内 容 

 

 

 

（調査団からの説明） 
1. プロジェクトの内容 

- 12 月 9 日の MARD における説明内容に同じ。 
 

2.  今後の予定 
- 12 月 9 日の MARD における説明内容に同じ。 

 
（「越」国側からの意見） 
3. ドラフト・ファイナルレポートを作成して頂き感謝する。 
4. 概要書の内容は、基本的に全て合意する。 
 
（質疑応答） 

(1)去る 9 月の洪水で、Nam Trung 幹線用水路の末端地域は大きな被害を蒙った。現在被

災した家屋は勿論、堤防、道路などの復旧に同地域のコミューンは大きな負担を強い

られており、日本政府に取り上げて貰わないと当該区間の水路改修の実現は難しい。

同じ水路掛りで格差が生じることは行政上避けたい。住民の改修への期待は大きく、

地域排水施設の建設は、「越」国側で実施することになり、プロジェクトから除外で

きるので、その分で是非 Nam Trung 幹線用水路の末端区間 1.3km も改修して欲しい。

（ナムダン県人民委員会議長） 
調査団回答： 
要望の内容は十分理解できる。この区間の実施の必要性については、現地を視察し

てから判断したい。 
 

(2) 実施期間の 3 期は長すぎないか？ 
調査団回答： 
国道 15A 道路は、Nam Nam 地区にとって重要な路線であり、交通を遮断することは

できないため、工事は片側施工とすること、テト期間および農繁期では工事を中断

せざるを得ないこと、また、日本の無償資金協力システムでは工事は１年で完了し

なければならない等から 3 期分となる。 
 

(3)プロジェクトの予算はどれくらいか？ 
調査団回答： 
現在積算作業中であるが、概ね１期で約 5 億円、総額約 15～16 億円となる。 
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8-2-4 National Institute for Agricultural Planning and Projection I 

調  査  名 ヴィエトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 
開 催 日 時 平成 14 年 12 月 11 日 16:00 –17:00 
開 催 場 所 NIAPP (National Institute for Agricultural Planning and Projection) 

NIAPP：Dr. Vu Nang Dzung  (Director)、Mr. Vu Cong Lan、 Mr. Nguyen Ha Hue 出  席  者 
コンサルタント：（太陽）天野、大里 （PCI）北口、浦野、（通訳）綱川 

報 告 内 容 ／ 

確 認 内 容 

 

 

 

（調査団からの説明） 
1. プロジェクトの内容 

- 12 月 9 日の MARD における説明内容に同じ。 
 

2.  今後の予定 
- 12 月 9 日の MARD における説明内容に同じ。 
 

3.  実施体制について 
調査団からの提案 

PMB の Head には、DARD の Director が就くより、次の理由でナムダン県の人民委

員会議長が就いた方が良いと考える。 
 無償資金協力事業で最も重要な土地収用が迅速に行えること 
 ナムダン県 PC 議長であれば、多分野に亘る本件事業に直接管理できるの

で円滑な事業の推進が期待できるが、ゲアン省 DARD の Director の場合、

道路部門と電化部門に対し、直接管理が難しくなり、円滑な推進が危惧さ

れること 
 プロジェクト対象地区は、ナムダン県に限られていること 

NIAPP 側の回答 
MARD ならびにゲアン省と協議する。 

 
（ミニッツについて） 
    調査団よりミニッツ案を示し、内容および署名の段取りについて協議。 

NIAPP 側の対応 
・ 調査団の示したミニッツ案の内容については、ベトナム語に翻訳し、MARD ならび

にゲアン省と協議する。 
・ 署名の時間、「越」国側の署名人等これから調整し、連絡する。 

・ 明日 12 月 12 日午前 8:30 から NIAPP にて協議を継続したい。 
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8-2-5 National Institute for Agricultural Planning and Projection II 
調  査  名 ヴィエトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 
開 催 日 時 平成 14 年 12 月 12 日 8:30 – 9:30 
開 催 場 所 NIAPP (National Institute for Agricultural Planning and Projection) 

NIAPP：Mr. Nguyen Van Chinh (Vice-Director)、Mr. Vu Cong Lan、Mr. Nguyen Ha Hue 
JICA：仲宗根邦宏、内藤 久仁彦（JICA 専門家） 

出  席  者 

コンサルタント：（太陽）天野、大里 （PCI）北口、浦野、（通訳）綱川 
報 告 内 容 ／ 

確 認 内 容 

 

 

 

（ミニッツについて協議） 
・ Nam Trung 幹線用水路の下流区間 1.3km の実施要請に応え、実施する許可が東京から

出たのでミニッツに案のとおり入れることで合意。 
・ ステアリングコミッティの Head は、権限を有する農業農村開発省（MARD）が望ま

しい。 
・ ステアリングコミッティのメンバーに日本大使館代表者が入ることについては合意。

・ ステアリングコミッティは 2003 年 3 月に中央政府の承認を得て、メンバーを構成し

たあと、必要に応じて開催する。 
・ 上記ステアリングコミッティおよびプロジェクト管理委員会（PMB）のメンバーおよ

び役割については、明日（12 日）までに MARD およびゲアン省と協議し、ミニッツ

署名間に合わせる。 

・ 土地買収はナムダン県人民委員会議長の責任下で実施する。 

・ 「越」国側ミニッツの署名者と、署名式の時間は追って調査団に知らせる。 

 

（プロジェクトの実施に伴う各責任者） 

 NIAPP の判断では、下記のとおりとなる。 

- E/N の署名：MPI 代表 

- コンサルタント契約：ステアリングコミッティ代表＊ 

- 入札図書の承認：PMB 代表 

- 入札公示および業者契約署名：PMB 代表 

- 工事完了承認：ステアリングコミッティ代表 

- 工事完了証明書交付：PMB 代表 

- 工事管理の権限：PMB 代表 

- コンサルタントおよび業者の協議機関：PMB 
- 入札時の来日者：PMB 代表 

 

 ＊註）13 日の協議で PMB の役割と確認されたので PMB 代表が正しい。 
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8-2-6 MARD  

調  査  名 ヴィエトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画 
開 催 日 時 平成 14 年 12 月 13 日 15:00 –17:00 
開 催 場 所 MARD A2 No.3 会議室 

MARD：Dr. Le Van Minh 国際協力局長、Mr. Nguyen Thanh Tung 
    内藤 久仁彦（JICA 専門家） 
NIAPP：Mr. Vu Cong Lan、 Mr. Nguyen Ha Hue 
MPI： Dr. Le Hong Thai, Director, Agriculture & Rural Development Department 
ゲアン省 PC：Mr. Nguyen Van Hanh, Vice Chairman 
調査団：金丸守正（JICA 所長／団長）、仲宗根邦宏（JICA 事務所） 

出  席  者 

（太陽コンサル）天野、大里 （PCI）北口、浦野、（通訳）綱川 
報 告 内 容 ／ 

確 認 内 容 

 

 

 

（ミニッツについて協議） 
昨日 NIAPP との協議結果を踏まえて作成したミニッツ案（JICA 東京確認済み）について

協議され、下記の修正を行い、別添のとおり、ミニッツの署名が行われた。 
 
1. As to “3. Japan’s Grant Aid Scheme”, Vietnamese side requested to Japanese side 

that the word “understood” shall be changed to “reconfirmed”. Japanese side agreed 
that.   

2. As to the position of signer from MPI, “Director” shall be changed to “Director 
General”. Japanese side agreed and accepted.  

3. As a function of Steering Committee, “approval of project completion” shall be 
added.   

4. As a function of Project Management Board, “supervision of project 
implementation” shall be added.   

5. Steering Committee shall be headed by the Vice Chairman of Nghe An Province 
People’s Committee.   

6. Project Management Board shall be headed by the Chairman of Nam Dan District 
People’s Committee and sub-headed by the Vice Director of Department of 
Agriculture and Rural Development, Nghe An Province.   

7. Embassy of Japan is included in the Steering Committee.   
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9. 調査資料 

 

9-1 自然条件調査 

 

9-1-1 調査概要 

 

自然条件調査（測量調査および地質調査）は、現地再委託により実施した。現地再委託先の選定に当

たっては、事前に当共同企業体各社がこれまで「越」国において行ってきた業務経験を通じて得た現地

業者/コンサルタントに関する情報を整理すると共に、前者がハノイに有する合弁コンサルタント会社

および後者が有するハノイ現地事務所からそれぞれ現地業者の紹介を受けた。そのうち、測量調査につ

いては、「National Institute of Agricultural Planning and Projection」の見積金額が、地質調査

については、「Hydraulic Engineering Consultants Corporation No.1」の見積金額が、他社より安価

であり、内容も妥当と判断されたため当該業者を契約業者として選定した。 

 

9-1-2 測量調査 

 

測量調査は、灌漑計画、地域排水計画、地方道路改修計画、エロージョン対策および農村電化計画を

対象とした以下の測量を実施した。 

 

(1)灌漑および地域排水 

測量地点 縦断測量 横断測量 平面測量 

Ho Thanh 溜池 
灌漑システム 

幹線用水路 
2,715m 

40ｍピッチ、80 断面 
測量延長 合計 2,362ｍ 

1.01 ha 
（溜池直下流最初の分水工）

Nam Trung ﾎﾟﾝﾌﾟ灌漑
システム 

幹線用水路 
5,264m 

40ｍピッチ、138 断面 
測量延長 合計 4,682m 

2.56ha（ポンプ場地点） 

Nam Nam 堤防 
排水施設改良 

計画排水路 
530m 

新設ゲート予定地点の排水路。 
15 断面、測量延長 合計 534ｍ 

1.00 ha（新設ゲート地点） 
5.80 ha（新設越流堰地点） 

 

(2)地方道路改修 

測量地点 縦断測量 横断測量 平面測量 

Route 15A(南) 20,102m 
40ｍﾋﾟｯﾁ、492 断面 
測量延長 合計 9,634ｍ 

2.82ha（橋梁４箇所） 

Nam Kim-Nam Phuc-Nam 
Cuong 道路 

6,861m 
40ｍﾋﾟｯﾁ、164 断面 
測量延長 合計 3,831ｍ 

0.97 ha 
（橋梁 2箇所、ｶﾙﾊﾞｰﾄ 2 箇所）

 

(3)エロージョン対策 
平面測量 100m×100m×3 箇所＝3.0ha（侵食箇所３箇所） 

※Route 15A(南)の横断工（３箇所）を含む。 

 

(4)農村電化 

平面測量 100m×100m×3 箇所＝3.0ha（変電所新設 3 箇所） 

 

9-1-3 地質調査 

 

9-1-3-1 地質調査内容 

地質調査はポンプ場ならびに道路（Route 15A and Nam Kim Road）の改修に関連して行われた。個々

の調査項目は、以下のとおりである。 
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(1) ボーリングおよび標準貫入試験 

No Location Borehole No.
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 
深度(m) 

標準貫入
試験(回)

備 考 

1 Mun 橋 MUBD-1 40.0 40 Route 15 A 

2 Mun 橋 MUBD-2 40.0 40 〃 

3 Hao Hao 橋 HOBD-1 40.0 40 〃 

4 Hao Hao 橋 HOBD-2 40.0 40 〃 

5 Vuc Mau 橋 VMBD-1 40.0 40 〃 

6 Vuc Mau 橋 VMBD-2 40.0 40 〃 

7 Vuc Nang 橋 VNBD-1 40.0 40 〃 

8 Vuc Nang 橋 VNBD-2 40.0 40 〃 

9 Ven 橋 VBD-1 40.0 40 Nam Kim-Nam Phuc-Nam Cuong

10 Trau 橋 TBD-1 42.0 42 〃 

11 Nam Trung ﾎﾟﾝﾌﾟ場 NTPS-1 50.0 50 堤外地 

12 Nam Trung ﾎﾟﾝﾌﾟ場 NTPS-2 50.0 50 堤内地 

13 Nam Trung ﾎﾟﾝﾌﾟ場 NTPS-3 50.0 50 旧ﾎﾟﾝﾌﾟ場地点 

計   552.0 552  

 

(2) 試料採集および土質実験 

試料採集地点 

・Nam Trung ポンプ灌漑システム ポンプ場改修予定地点   ３箇所 

・Route 15 A（南） 橋梁改修予定地点     ８箇所 

・Nam Kim- Nam Phuc-Nam Cuong 道路 橋梁改修予定地点   ２箇所 

・盛土材採取予定地点       １箇所 

 

試験項目 

・単位体積重量試験、含水比試験、土粒子の密度試験（比重）、粒度試験 

・コンシステンシー試験、締め固め試験、三軸圧縮試験、圧密試験 

・CBR 試験（盛土材採取予定地点の路盤材及び路床材についてのみ、実施する。） 

 

9-1-3-2 各サイトの地質構成、土質物性値 

ボーリングおよび土質試験結果をまとめて、各サイトの地質状況について以下に記述する。 

 

(1) Nam Trung ポンプ場 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ St/Cl (Silt and Clay with fine sand) Thickness 22m Soft 2 11 1.6 4 

２ St/S (Silty fine Sand) Thickness 6 m Loose 1 20 1.7 10 

３ SG (Sand Gravel) Thickness 15m + Very dense 0 50 1.8 50 

 

(2) National Road 15A 

Mun 橋 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ 
St / Cl (Silt Clay with fine sand) Thickness 10m Soft 

and Loose 
2 10 1.6 5 

２ S (Sand Medium to Coarse) Thickness 13 m Medium dense 0 35 1.7 20 

３ Cl (Clay) thickness 1m Interlayer of Sand Soft 2 10 1.7 4 

４ SG (Sand Gravel) Thickness 5m Dense 0 40 1.8 30 

５ SH (Shale) Thickness 10m + Rock Layer     
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Hao Hao 橋 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ 
St / Cl (Silty Clay with gravel) Thickness 5 to 10m 

Unhomogeneous Medium Soft and Slightly loose 
2 15 1.6 15 

２ Cl (Clay) Thickness 6m Soft 2 10 1.6 4 

３ WSh (Weathered Shale) Thickness 3 to 5m 5 20 1.8 50 

４ SH (Shale) Thickness 20m + Rock Layer     

 

Vuc Mau 橋 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ 
Cl (Clay with gravel) thickness 2m Soft and loose not 

homogeneous 
2 15 1.6 10 

２ WSh (Weathered Shale) Thickness 2 to 7 m 5 20 1.8 60 

３ SH (Shale) Rock Layer     

 

Vuc Nang 橋 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ Cl (Clay with gravel) Thickness 2 m Soft and loose 2 15 1.6 7 

２ 
WSh (Weathered Shale) Thickness 3 to 15 m Fragments of 

shale and fractured rock interbeded coal Very hard 
5 20 1.9 55 

３ SH / SS (Shale and Sandstone) Coal interlaid, Rock layer     

 

(3) Nam Kim- Nam Phuc-Nam Cuong Road 

Ven 橋 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ Cl(Clay) Thickness 2 to 5 m Very soft 1 5 1.6 2 

２ 
WSh(Weathered Shale) Thickness 1 to 3 m Mixture of Clay 

and shale fragments hard and dense 
8 10 1.8 60 

３ SH (Shale) Thickness 30m + Mudstone interlaid Rock layer     

 

Trau 橋 

層 地  質 C (tf / m2) Φ(Degree) γ(t / m3) N 値 

１ 
St / Cl(Silty Clay with fine sand) Thickness 10 m Very 

soft loose 
1 8 1.6 4 

２ S1(Sand with gravel) Thickness 4m Medium dense 0 30 1.8 30 

３ C1(Clay) Thickness 20m Including organic materials Soft 4 5 1.7 8 

４ S2 (Coarse Sand with gravel) Thickness 5m + (Assumed) 0 40 1.9 35 

 

9-1-3-3 舗装材料 

 

(1) Subgrade 

Mun bridge の北東 5km にある Borrow Area から試料を採集、地質の種類は風化泥岩、試験結果 CBR

値は 15 であった。 

 

(2) 現道路（未舗装）の CBR 値 

Route 15 A と Nam Kim Road との交差点付近（VucNan Bridge 近く）で試料を採集、土質的には礫混

じり粘土、試験結果 CBR 値は 13 である。 
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9-1-4 水文調査 

 

9-1-4-1 気象水文観測所と収集資料 

降雨解析のための観測所として、データの有効性と位置を考慮して、Nam Dan 観測所が選定された。

また、河川水位解析のための観測所として、Lam 川の Nam Dan 観測所、La 川の Linh Cam 水位観測所お

よび Lam 川・La 川の合流点下流に位置する Cho Trang 水位観測所の 3 カ所が選定された。一般気象解析

のための観測所は Vinh 市に存在する Vinh 気象観測所が選定された。これら 4カ所の観測所で、1982～

2001 年までの 20 年間の資料が収集された。 

各観測所の概要および収集資料を下表に示す。 

 

表 各観測所の概要および収集資料 

観測所名 緯 度 経 度 収集資料 備 考 

Nam Dan 観測所 18°42N 105°29E 日雨量、Lam 川日水位  

Linh Cam 水位観測所 18°31N 105°34E La 川日水位 2002 年 1 月閉鎖 

Cho Trang 水位観測所 18°34N 105°38E Lam 川、La 川合流点日水位  

Vinh 気象観測所 18°40N 105°40E 一般気象（月別）  

 

9-1-4-2 Nam Trung ポンプ場年最高水位 

 

Lam 川の Nam Dan 水位観測所から Cho Trang 水位観測所までの約 1/9,000 を用いて、Nam Trung ポン

プ場での年最高水位は以下のように推定される。 

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 

水位(EL.cm) 551 593 484 461 509 529 772 569 594 558 

       1998    

水位(EL.cm) 416 366 531 512 649 340 - 388 472 525 

 

上表から 1988 年の洪水時には Nam Trung 堤防から 22cm（=772-750）の越流があったことが推定され

る。また、Nam Trung ポンプ場での各確率年別洪水位は下表のとおりとなる。 

確率年 1/100 1/50 1/30 1/10 1/5 

水位（EL.cm） 755 727 704 648 603 

 

同様に、Linh Cam 水位観測所と Cho Trang 水位観測所との中間点での La 川の各確率年別洪水位は下

表のようになる。 

確率年 1/100 1/50 1/30 1/10 1/5 

水位（EL.cm） 789 729 684 582 512 

 

9-1-4-3 Lam 川渇水位 

Lam 川における渇水位については、以下の通りである。 
 

・Nam Dan 観測所 

年度別渇水位 

Year 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991
WL(cm) 142 122 120 124 118 110 128 136 150 140
Year 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
WL(cm) 108 106 110 103 110 131 102 65 98 105  
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確率年別渇水位(EL.cm) 

1/100 1/50 1/30 1/10 1/5 

75.25 79.07 82.28 91.94 98.49 

 
 ･Cho Trung 観測所（La 川との合流点） 

年度別渇水位 

Year 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991
WL(cm) 14 14 16 15 19 20 18 11 24 18
Year 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
WL(cm) 17 13 21 -9 -10 -10 -12 -7 0 -1  

 
確率年別渇水位(EL.cm) 

1/100 1/50 1/30 1/10 1/5 

-18.10 -15.41 -13.18 -7.32 -2.37 

 

9-1-4-4 Nam Trung ﾎﾟﾝﾌﾟ場の渇水 

Nam Dan Station と Cho Trung Station との間の位置関係からの比例配分で以下のように推定される。 

 

確率年別渇水位(EL.cm) 

1/100 1/50 1/30 1/10 1/5 

32.88 36.19 38.95 46.89 52.71 

 
参考）Nam Dan Station～Cho Trung Station L= 27.98km 

Nam Dan Station～Nam Trung Pumping Station L= 15.28km 

課題）両観測所の水位差は 1.00m 程度である。 

 

9-1-4-5 各観測所の最高水位 

Nam Dan 水位観測所、Linh Cam 水位観測所および Cho Trang 水位観測所の年最高水位は以下のように

記録されている。 

Lam 川 Nam Dan 水位観測所の年最高水位 

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991

水位(EL.cm) 732 774 665 642 690 710 953 750 775 739 

年 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

水位(EL.cm) 597 547 712 693 830 521 - 569 653 706 

 

Lam 川 Linh Cam 水位観測所の年最高水位 

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991

水位(EL.cm) 406 661 484 433 478 427 750 593 527 427 

年 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

水位(EL.cm) 538 406 377 457 582 301 249 362 444 525 

 

Lam 川、La 川合流点 Cho Trang 水位観測所年最高水位 

年 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991

水位(EL.cm) 345 548 380 309 386 351 696 453 441 336 

年 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001

水位(EL.cm) 360 237 337 296 488 189 156 252 279 390 
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9-2 ベースラインサーベイ 

事業効果測定に必要な指標に係わるデータ、およびそれ以外でプロジェクトの妥当性を検証するために必要

なデータを収集するベースライン調査の結果を以下に示す。 

 

1.土地利用（2000 年現在）                 （出典：ナムダン県社会経済統計資料） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

全土地面積(ha) 3,765.4 654.41 587.25 541.36 1,725.49 7,273.91 

農地(ha) 642.53 462.53 354.25 376.73 813.38 2,649.42 

森林(ha) 435.33 0 0 0 260.00 695.33 

道路、水路等(ha) 174.96 58.93 56.61 66.04 196.28 552.82 

居住地(ha) 44.96 30.78 25.90 15.94 54.50 172.08 

未利用地(ha) 2,467.62 102.17 150.51 82.85 401.33 3,204.48 

 

2.作付面積（2000 年現在）              単位：ha （出典：ナムダン県社会経済統計資料） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

年間作付面積＊ 1,698 1,048 971 560 1,192 5,469 

作付率(%) 264 227 274 149 147 206 

年間水田作付面積＊ 776 598 165 370 943.5 2,852.5 

年間ﾒｲｽﾞ作付面積 332 195 170 26.5 15 738.5 

年間さつまいも作付面積 108 55 75.3 23.3 60.6 322.2 

年間落花生作付面積 120 60 170 59 70 479 

＊1 作、2作或いは 3作の合計  

 

3.灌漑面積(ha)                   （出典：質問票及びコミューンでの聴き取り調査） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

灌漑面積 582 290 167 230 590 1,859 

 

4.主要農産物の年間生産高              単位：ton（出典：ナムダン県社会経済統計資料） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

米 3,716 2,864 806 1,583 4,282 13,251 

メイズ 960 620 547 22 50 2,199 

さつまいも 574 285 339 139 259 1,596 

落花生 240 120 307 118.6 12 797.6 

 

5.主要農作物の単位収量             単位：ton/ha（出典：ナムダン県社会経済統計資料） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim 平均 

米 4.8 4.8 4.9 4.3 4.5 4.7 

メイズ 2.9 3.2 3.2 0.8 3.3 1.1 

さつまいも 5.3 5.2 4.5 6.0 4.3 5.1 

落花生 2.0 2.0 1.8 2.0 1.8 1.9 

 

6.主要家畜頭数                    単位：頭（出典：ナムダン県社会経済統計資料） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

肉牛 2,499 1,265 1,000 256 1,785 6,805 

水牛 510 35 200 300 198 1,243 

豚 2,330 1,250 600 695 1,885 6,760 

 

7.水利費               （出典：コミューン、協同組合での聴き取り調査） 

Nam Trung ポンプ灌漑地区 Ho Thanh 溜池灌漑地区 

19,600VND/500m2/Season (392,000VND/ha/Season) 300kg/ha/Season 
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8.人口、農業人口、農家戸数                          （出典：質問票） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

人口（人） 11,822 6,400 5,620 3,123 9,300 36,265 

農業就業人口（人） 5,571 6,239 3,067 1,442 4,085 20,404 

全戸数（戸） 2,622 1,532 1,232 705 2,100 8,191 

農家戸数（戸） 2,466 1,464 1,208 702 1,900 7,740 

 

9.各組合及び組合員数                     （出典：コミューンでの聴き取り調査） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

農民組合 3,500 3,600 1,116 540 950 9,706 

婦人組合 2,500 860 605 340 960 5,265 

青年組合 1,057 450 435 244 350 2,536 

農業協同組合 7,000 3,650 3,130 1,733 4,085 19,598 

老人組合 利用無し 960 利用無し 利用無し 1,070 － 

退役軍人組合 250 196 173 140 220 979 

 

10.基礎的主要インフラ施設                          （出典：質問票） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

幼稚園 2(470) 0 0 1(103) 0 3(573) 

小学校 2(1,473) 1(748) 1(776) 1(346) 3(1,200) 8(4,543) 

中学校 1(1,200) 1(770) 1(682) 1(314) 1(1,069) 5(4035) 

健康管理施設 1(8beds) 1(20beds) 1(6beds) 1(20beds) 1(20beds) 5(74beds) 

薬局 0 3 0 2 3 8 

マーケット 1 2 1 0 1 5 

銀行 0 0 0 0 0 0 

工業、商業施設 0 0 0 0 0 0 

バスサービス 0 0 0 0 ０ 0 

清水の給水率(%) 70 80 ? 40 50 63 

電化率(%) 80 95 95 95 85 88 

電話設置率(%) 16 5 15 5 10 11 

注）：学校の（ ）内の数字は生徒数     

 

11.農業機械                                  （出典：質問票） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

ハンドトラクター 3(12HP) 3(12HP)   3(12HP) － 

Improved motor cart  2   2 － 

ポンプ  8   3 － 

 

12.家庭電化製品                                （出典：質問票） 

項  目 Khanh Son Nam Trung Nam Cuong Nam Phuc Nam Kim Total 

ラジオカセット 900 562 800 120 1,100 3,482 

テレビ 1,800 850 1,015 505 700 4,870 

扇風機 3,000 1,530 2,464 1,050 4,000 12,044 

アイロン 40 57 300 80 100 577 

冷蔵庫 0 0 20 5 0 25 

洗濯機 0 0 0 480 0 480 

電熱器 1,200 1,150 900 0 260 3,510 

電気ヒーター 0 0 0 0 0 0 

エアコン 0 0 0 0 0 0 

電話 38 65 60 9 22 194 
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13.交通速度(使用車両：4WD) 

 総延長 (km) 時間 (sec) 平均走行速度 (km/h) 

国道 15A 号線 20.04 2070 35 

Nam Kim－Nam Phuc－Nam Cuong 道路 6.92 885 28 

 

14.道路冠水状況 

冠水区間 冠水期間／年 

Mung Bridge 1 週間から 10 日間 

Hao Hao Reservoir 1 週間から 10 日間 

Vuc Mau Reservoir 約 10 日間 

Vuc Nnang Bridge 約 2 週間 

Cong Vinh 約 2, 3 日間 

Ho Thanh Reservoir（上流側は Fish Pond） 約 2, 3 日間 

国
道

1
5
A
号
線

 

Ho Thung Reservoir 約 2, 3 日間 

Nam Kim－Nam Phuc－Nam Cuong 道路(住宅地を除く全線) 平年で約 1週間、異常時は約 2, 3 週間 

 

15.ガリ侵食の形状、規模、被害状況 

No.1 
山側で幅 4.0m、深さ 1.4m、谷側で幅 4.6m、深さ 4.0m の規模で侵食されている。 

豪雨時、雨水が路面上 30cm 冠水。 

No.2 
山側で幅 3.0m、深さ 2.0m、谷側で幅 4.0m、深さ 4.0m の規模で侵食されている。 

豪雨時、土砂が路面上 70cm 堆積 

No.3 
谷側で幅 0.8m、深さ 3.0m の規模で侵食されている。 

豪雨時、土砂が路面上 150cm 堆積。数日間通行不能。 

 

 

9-3 交通量調査 

改修道路の舗装構造を決定するため、交通量調査を下表の要領で行った。 

調査時間は 16 時間で、設計に使用する場合は補正率 1.05 を乗じ、24 時間交通量とした。 

 

表 9-3.1 交通量調査地点 

調査地点 調査日時 天候 特性 

ナムダン橋南詰（ラム川右岸） ナムダン町周辺。 

15A 号線と Nam Nam 堤防道路との交差点 Khanh Son コミューン内 

15A 号線と Nam Kim－Nam Phuc－Nam Cuong 道路

との交差点 

2002 年 8 月 14 日（水） 

6:00－22:00 

 

2002 年 8 月 16 日（金） 

6:00－22:00 

晴れ 

 

 

晴れの

ち雨 

周辺は平地が広がる。 
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図 9-3.1 交通量調査位置 

 

表 9-3.2 交通量結果の概要 

NR15A と Nam Nan Dike 

道路交差点 

NR15A と Nam Kim - Nam Phuc - Nam 

Cuong 道路交差点 

NR15A NR15A 
交通量状況指標 

Nam 

Dan 橋 

Nam Dan Nam Kim 
交差道路

Nam Dan Nam Kim 
交差道路

交通量(台/16hr) 3,132 1,037 866 751 704 772 422 

4 輪車交通量(台) 153 46 19 31 17 13 4 

4 輪車占有率(％) 5 4 2 4 2 2 1 

大型車交通量(台) 102 35 15 24 2 2 0 

大型車占有率(％) 67 76 79 77 ― 15 ― 

注） ・交通量は上りと下りの合計値、すなわち断面交通量である。 

・４輪車以外の交通量はバイク、自転車、トラクター、コンノンによる。 

・大型車はバス、中型トラック、大型トラックとする。 

 

ここで、国道 15A 号線はナムダン橋からナムナム堤防交差点までの区間の交通量に比べ、それ以南の

交通量は急激に少なくなる。これは、ナムダン橋完成の 2000 年以前は洪水時に完全に孤立していたた

め、ナムナム地区の発展が進まず自動車保有台数が小さいためと考えられる。今後、当区間の通年交通

が確保されると、国道 15A 号線北部区間を含めてハティン省までの縦貫道路としての役割も加わり、経

済活動の活発化に伴い急速な発展が見込まれる。そこで、将来の交通量を想定する場合、ナムダン橋位

置での調査交通量結果を使用する。また、県道での調査交通量は非常に少ないが、これは現状の路面状

況が悪くナムナム堤防道路へ交通が転換されていることが原因と想定される。そこで、整備後の交通量

を考える場合、ナムナム堤防道路の現況交通量を基本とする。 

 

 

 
ナムダン橋 

ナムナム堤防

県道交差点 

交通量調査位置 
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表 9-3.3 
表
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表 9-3.4 
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9-4 農村電化資料 

図 9-4.1 ゲアン省送電線網図（スケルトン） 

対象地区 


	資料編
	1. 調査団員氏名・所属
	1-1 基本設計現地調査時（7-8 月）
	1-2 ドラフト説明時（12 月）

	2. 調査日程
	2-1 基本設計現地調査時（7-8 月）
	2-2 ドラフト説明時（12 月）

	3. 相手国関係者リスト
	3-1 基本設計現地調査時（7-8 月）
	3-2 ドラフト説明時（12 月）

	4. 討議議事録
	(1)M/D　2002年8月6日
	(2)M/D　2002年12月13日

	6. 事業事前評価表
	7 参考資料/入手資料リスト
	8. 会議メモ集
	8-1 基本設計現地調査時（7-8 月）
	8-1-1 ワークショップ・メモ
	8-1-2 ナムダン県PC への現地調査結果の報告会メモ
	8-1-3 ゲアン省PC への現地調査結果の報告会メモ
	8-1-4 MARD への現地調査結果の報告会メモ

	8-2 ドラフト説明時（12 月）
	8-2-1 農業農村開発省
	8-2-2 計画投資省
	8-2-3 ゲアン省
	8-2-4 National Institute for Agricultural Planning and Projection I
	8-2-5 National Institute for Agricultural Planning and Projection II
	8-2-6 MARD


	9. 調査資料
	9-1 自然条件調査
	9-1-1 調査概要
	9-1-2 測量調査
	9-1-3 地質調査
	9-1-4 水文調査

	9-2 ベースラインサーベイ
	9-3 交通量調査
	9-4 農村電化資料





